
京都⼤学 防災研究所 

Disaster Prevention Research Institute 

Kyoto University 

中国沿岸平野の低湿地・河口干潟における洪水流入
土砂の調節および生態機能 

Evaluating roles of riverside wetlands and lagoons on 
controlling flood‐derived sediment and enhancing 
ecosystem services in coastal plain areas of China

令和 5 年 3 ⽉ 

March, 2023 

研究代表者  郝 愛⺠ 

Principal Investigator Aimin HAO 

国際共同研究 

2021W-01 



課題名： 中国沿岸平野の低湿地・河⼝⼲潟における洪⽔流⼊⼟砂の調節および⽣態機能
の評価に関する研究
研究代表者：郝 愛⺠（ハオ アイミン） 

所属機関名：温州⼤学 

所内担当者名： ⾓ 哲也 

研究（滞在）期間：令和 3 年 4 ⽉ 1 ⽇ 〜 令和 5 年 3 ⽉ 31 ⽇ 

共同研究参加者数：  15 名 (所外 12 名，所内 3 名)  

(1) ⽬的・趣旨
中国浙江省の沿岸部では、良好な湿地や河⼝⼲潟が埋め⽴てられずに残されているが、

近年の経済発展により環境が⼤きく変化している。本課題は、低湿地や河⼝⼲潟が、洪⽔
流⼊⼟砂を受け⽌めて調節し、⽣態機能の場として⾼いポテンシャルを持つこと、湿地や
河⼝⼲潟の維持再⽣の意義を⽇本と中国の⽐較を通じて明らかにすることを⽬的とする。 

中国浙江省の沿岸に広がる湿地・⼲潟 

(2) 研究経過の概要
1 年⽬は、オンライン会議を数回開催して、温州⼤学と京都⼤学で研究対象地や調査内

容を中⼼に議論を重ね、研究の連携や学⽣交流の可能性について確認した。温州周辺の河
川、⼲潟、湿地を中⼼に、これまでの関連研究の資料を収集し、環境の現状と問題点につ
いて整理した。温州周辺の複数の調査地を選定し、また浙江省の重要な湿地の 1 の太湖で
も、⽔質、底質、⽔⽣⽣物に関する現地調査を始めた。 

2 年⽬は、1 年⽬の結果をもとに、温州⼤学と京都⼤学の間でこれまでの不⾜点や今後
の可能性について意⾒交換を⾏い、研究の⽅向性について確認した。各⽔域で現地調査を
定期的に⾏い、2 年間で計 4-7 回分の現地調査データを収集した。また、研究成果の⼀部
をまとめて国際シンポジウム等で発表し、中国や⽇本の研究者と意⾒交換を⾏った。 



 

オンライン会議 

  

調査対象地（左：温州周辺の河川−河⼝−⼲潟；右：太湖） 

 

調査地⾵景 

 

(3) 研究成果の概要 

各⽔域において⽔質、底質、⽔⽣⽣物の空間的変異を中⼼に解析・整理し、⽔循環と⽣
態系健全性の関係、淡⽔−海⽔や河川−湖といった移⾏帯のユニークさ、⽣態系健全性の
指標⽣物を明らかにした。 

⼩規模取⽔堰の多さが異なる隣り合う 2 河川の間で⽐較を⾏い、堰の少ない河川で濁
度が低く溶存酸素が⾼いこと、付着藻類を⾷物基盤とする底⽣動物の現存量や種多様性が
⾼いことを明らかした。堰が少なく砂礫の移動が適度にあることで、河床の濾過機能が⾼
まり、また適度な浅さと速さの流れ場が広く存在し、⾃⽣⽣産（付着藻類、藻類⾷底⽣動



物）の活動が⾼まることが⽰唆された。 

河川感潮域において⽔質、底質、⽣物の縦断分布を中⼼に解析し、感潮域中流程で⽔中
の濁度が最⼤、溶存酸素が最低、底泥の有機物含有は低いが揮発性硫⻩が⾼まりやすく、
底⽣動物の現存量や種数が最低であることを明らかにした。感潮域の中間は上流からも海
からも新鮮な⽔が最も届きにくいこと、⼲潟を構成する細かい成分が潮流によって堆積し
にくい⼀⽅で様々な汚染物質が蓄積し⽣物に不適となることが⽰唆された。 

堤防建設で半閉鎖的な⼲潟と、開放的な⼲潟の間で⽐較を⾏い、半閉鎖的な⼲潟の⽅で底
泥は柔らかいが有機物含有が⾼く揮発性硫⻩も⾼まりやすく、底泥環境に作⽤し⿂類の餌
であるゴカイ類の種数や現存量が低いことを明らかにした。閉鎖的な⼲潟では波の作⽤が
⼩さく安定的で付着藻類の⽣産は⾼まるが底泥の撹乱が少なく底⽣動物に不適となるこ
とが⽰唆された。また、開放的な⼲潟において、⽇本では有明海にのみに分布するエビカ
ニ類、⼆枚⾙類、ゴカイ類の希少種が頻繁に出現した。 

中国第三の広さの太湖において、河川−湖移⾏帯を中⼼に、東⻄南北地域間の⽐較を⾏
った。南において河川と湖内の⽔質、底泥、底⽣動物の違いが⼤きいことを明らかにし、
⾵と波の強さによって⽔の混合が⼤きいことでプランクトン光合成や底⽣動物活動が⾼
く⾃浄能⼒が⾼いことが⽰唆された。元々汽⽔湖であるため淡⽔種と海⽔種が共存し、健
全度が⾼い場所ほど海⽔種の⽐率が⾼まることを⽰した。 

⼀連の調査から、健全な⼲潟では底⽣動物の多様性と⿂類⽣産の⾼さが確認された。ま
た、感潮河⼝域における⽣物多様性に、細粒⼟砂成分の堆積と⽔交換に影響する淡⽔−海
⽔バランス、河道形状と潮流の作⽤の重要性が⽰された。感潮域や河⼝沿岸に⼲潟が発達
していた 70 年代以前は、⼲潟での濁りや有機物除去によって周辺⽔域全体の⽔質が良好
で⽣物⽣産が⾼かった可能性から、全体の⽣態系健全性と⽣物⽣産を⾼める上でも良好な
⼲潟を保全する重要性が⽰された。 

 
河川、感潮域、⼲潟における底⽣動物種数（左）、感潮域における⽔循環と環境の概念図 



 

⼲潟で頻繁に出現した貴重種 

 

河川−湖移⾏帯から健全な⽣態系の評価、指標種の特定 

 

(4) 研究成果の公表 

The 12th Conference of the International Consortium of Landscape and Ecological Engineering 

(ICLEE), Nov. 11-12, 2022, online 

 Kai Chen: Longitudinal changes in water quality, sediment quality, and benthic organisms in 

the downstream gravel-bed and tidal sections of Nanxi River (Wenzhou, China) 

 Zhixiong Yan: Spatial distribution of the dormant cyanobacteria in sediments of the transitional 

zones in a large shallow lake 

 Ping-an Li: Initial changes in water quality, nutrient concentration, and phytoplankton after 

water-jet pulverization of cyanobacterial bloom in Lake Taihu, China 

 Wei Huang: Spatial and temporal distribution of dissolved organic matter and its sources in 

Lake Taihu, China 

 Xiaoyu Shi: Effects of red and blue LED irradiation on the growth and antioxidant responses 

of submerged plant, Vallisneria natans 



 

国際会議での発表 

 

令和 4 年度 京都⼤学防災研究所研究発表講演会 

 郝愛⺠・⼩林草平・井芹寧・陳凱・⾓哲也・⽵⾨康弘・渡邉紹裕：中国温州市楠瓯江
の礫床区間、感潮河⼝における⽔質底⽣動物から態系健全性評価  
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1. 温州近辺の湿地・⼲潟の⽣態系研究情報の整理 

 

 

  

















 

 

 

2. 調査対象地楠渓江の⽣態系について 

 

 

  















 

 

 

3. 礫河川、感潮域、河⼝⼲潟における⽔質、底質、底⽣動物の空間分布 
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5. 河川−湖移⾏帯における⽣態系の健全性評価、指標種の特定 
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Abstract 
The river‒lake transitional zone provides a unique environment for the biological 
community and can reduce pollution inputs in lake ecosystems from their catchments. To 
explore environmental conditions with high purification potential in Lake Taihu and 
indicator species, we examined the river-to-lake changes in water and sediment quality, and 
benthic invertebrate communities in the transitional zone of four regions. The spatial 
variations in the environment and invertebrate community observed in this study followed 
the previously reported patterns in Taihu; the northern and western regions were 
characterized by higher nutrient concentrations in water, higher heavy metal 
concentrations in sediment, and higher total invertebrate density and biomass dominated 
by pollution-tolerant oligochaetes and chironomids. Although nutrient concentrations were 
low and transparency was high in the eastern region, the taxon richness was the lowest there, 
which disagreed with the previous findings and might be due to a poor cover of macrophytes 
in this study. The river-to-lake change was large in the southern region for water quality 
and the invertebrate community. Water circulation induced by strong wind-wave actions in 
the lake sites of the southern region is assumed to have promoted photosynthetic and 
nutrient uptake activities and favored invertebrates that require well-aerated conditions 
such as polychaetes and burrowing crustaceans. Invertebrates usually adapted to brackish 
and saline environments are suggested to be indicators of a well-circulated environment 
with active biogeochemical processes and a less eutrophic state in Taihu, and wind-wave 
actions are key to maintaining such a community and natural purifying processes. 
Keywords: lakes, rivers, eutrophication, benthic invertebrates, purification, transitional 
zones, wind-wave actions, saline species 



 




